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研究課題（３）

社会の中で活用される論理的思考やそれらを表現する力を学校全体で育
成するための教育課程の編成，指導方法の工夫改善に関する実践研究

「主体的に聴き，自分の考えを深め，

広げていく子どもの育成」



環境コミュニケーション科の創設

平成２１～２６年 文部科学省研究開発学校

想定力 折り合いを
つける力



社会の中で活用される資質・能力

聴くことよりも、まずは自分の考えを優先する姿

研究主題設定の理由

「聴く」 論理的
思考力

折り合いを
つける力想定力



研究主題設定の理由

ア 学校が楽しい

イ 友達と意見交換するのは楽しい

ウ 授業に主体的に取りくんでいる

エ 授業がよく分かる

オ 何が大事かに注意して友達の意見を聞いている

カ 自分の考えを順序よく説明できる

国立教育政策研究所 意識調査

オ 何が大事かに注意して友達の意見を聞いている

カ 自分の考えを順序よく説明できる



友達の意見をしっかりと聴いていると
自信をもっている子供が多くない。

友達の意見から学ぼうとする意識をもつ
子供の育成が必要

研究主題設定の理由



発言する子どもは多いが，順序よく説明する
ことに自信をもっている子供が多くない。

友達の考えのよさを取り入れながら，自分の
考えを深め，広げていく子供の育成が必要

研究主題設定の理由



予測困難
の未来

答えのない
課題

他者と共有
協働・連携

社会の中で
活用される

資質・能力の育成

社会に開かれた教育課程の実現

折り合いを
つける力

未来を
切り拓く力

論理的
思考力

地域の学校 地域が学校

研究主題設定の理由

「未来を切り拓く力」を育成する教育課程



「聴く」ことに焦点を当てた指導方法の工夫改善

研究主題設定の理由
主体的に聴き，自分の考えを深め，

広げていく子どもの育成

｢未来を切り拓く力｣を育成する教育課程の編成



成果① 単元構成の在り方を見いだせた

一年次研究の成果と課題

成果② 教育課程編成の在り方を見いだせた

課題③ 身に付けさせたいつなぎ言葉の精選

課題② 聴くことに対するさらなる意識化

成果③ 双方向に聴き合う姿の具現化

課題① 聴き合う必然性のある学習課題の設定

成果④ 説明することに対する意識の変容



①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。

研究の内容

②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。

④生活・総合的な学習の時間を核にして、各学年の
年間指導計画を見直し、新学習指導要領の趣旨を
踏まえた教育課程の編成を図る。

③単元の指導過程のどこにこそ､｢双方向に聴き合う姿｣
を位置付けるとよいのかを明らかにする



①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。

○「論理的思考力を発揮する姿」を引き出し
ている要件は何かを明らかにする。

双方向に
聴き合う姿

論理的思考力を
発揮している姿

関係性を明らかにする

研究の内容



聴くマナーと聴くスキルを用いて、相手の話を正し
く受信する姿

聴くマナーと聴くスキルを用いて、互いに話を正し
く受信し合い、考えの根拠や類似点、相違点、関
係性を明らかにしようとする姿

双方向に聴く姿

互いの考えの根拠（よさ）に着目して，各教
科・領域の見方・考え方を働かせて自分の考
えを整理し，深化・再構築していく力

論理的思考力

研究の内容

一方向に聴く姿



論理的思考力を
発揮した姿

双方向に聴き合う姿 手段

目的

研究の内容

①「双方向に聴き合う姿」と「論理的思考力を発揮す
る姿」を見直し、再定義する。



論理的思考力を発揮した姿

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

Ａ児の
考え

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

一方向に聴く
聴くマナー
聴くスキル

話す
つなぎ言葉

双方向に聴き合う姿（類似点・相違点・関係性等を明らかにする）

Ｂ児の
考え

Ｃ児の
考え

深化・再構築 深化・再構築 深化・再構築

考えの
根拠

考えの
根拠

考えの
根拠

考えの
根拠

研究の内容



②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。

授業での子供の姿

話合いでの「つなぎ言葉」
を用いた発言

振り返り場面での記述内容

学級全体
の割合を
数値で示す

授業の

具体的な姿
で示す

研究の内容

話合いでの「考えの根拠」
を挙げた発言



各学年部のつなぎ言葉の３～５つの重点

低学年
・だって〜、だけど～＜理由・反論＞
・でも、しかし、なのに、〇〇とはちがって＜逆接、比較＞
・最初に、まず、次に、さらに、最後に、一つ目は＜順序＞

中学年

・なぜなら～、わけは～、理由は～＜結論＋理由＞
・例えば～、具体的には～、実際に～＜例示＞
・～と比べて、ＡとＢを比べると、○○に対して＜比較＞
・または、それに、共通点は、合わせて、まとめると＜折り合い＞

高学年

・もし、○○だったら、○○なら、○○だとすると＜仮定・推論＞
・このことから～、だから～、～なので＜理由＋結論＞
・つまり、要するに、言い変えると＜要約、換言＞
・これに対して、一方、または、反対に＜比較＞
・どちらかというと、○○と□□をよさを合わせて＜折り合い＞

学年間の系統性・教科間の関連を踏まえて精選

研究の内容



「双方向に聴き合う姿」を促す手立て

聴くマナー・聴くスキル
の提示

子供の意見の採り上
げ方とまとめ方の工夫

・ファシリテーション
・思考ツール
・ＫＪ法
・ワールドカフェ
・意図的指名
・話合いの観点の可視化
・教師の問い返し等

研究の内容

②想定した「双方向に聴き合う姿」を促すことができ
たとき、「論理的思考力を発揮する姿」につながる
かどうかを検証する。



③単元の指導過程のどこにこそ､｢双方向に聴き合う姿｣
を位置付けるとよいのかを明らかにする

研究の内容

一人では解決できない，みんなで意見
を出し合い，練り上げていく
質の高い学習課題は何か

見方・考え方を働かせて、
論理的思考力を発揮させるためには、
単元をどのように構成するとよいのか？

考えの基になる根拠を
どのように押さえておくのか

「双方向に聴き合う姿」が表れる
ふさわしい場面は単元のどこか？



生活・
総合的な
学習の時間

④生活・総合的な学習の時間を核にして、各学年の
年間指導計画を見直し、新学習指導要領の趣旨を
踏まえた教育課程の編成を図る。

研究の内容

各教科の
見方・考え方

各教科の
資質・能力

未来を
切り拓く力

地域教育プログラム

どのように活用させるとよいのか 「地域が学校」



教科横断的な視点で教育内容を組織的に配列

折り合いを
つける力

論理的
思考力

想定力
情報活用
能力

研究の内容

「未来を切り拓く力」を育成する教育課程の編成



「未来を切り拓く力」を育成する教育課程の編成

研究の内容

地域教育プログラム
単元プラン

年間指導計画
単元一覧表



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」

本時で目指す「論理的に思考する子供の姿」

前時で獲得した三角形と四角形の定義を根拠に，自分
の考えた仲間分けと友達の考えた仲間分けとの比較を
通して，自分の考えをよりよいものへ変えようとする姿

本研究における授業の実際



自力解決の場面

図形カについての検討
Ｂ児：「これ，三角形だよ。」
Ａ児：「角ってしているけど，でも・・・」
Ｃ児：「これは，３本になっているけど，

これは，細すぎるから。」

Ａ児のグループ
どちらでもない形を選択

Ａ児：どちらでもない形を選択

３人グループでの検討場面

第２学年 算数
単元「三角形と四角形」



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」 学級全体での検討場面

【双方向に聴き合う姿を促す手立て】
自信のない児童から意図的に発表させる。
判断に迷う図形を採り上げ、比較検討させる。

＜途中略＞
Ｄ児：「ぼくは，三角形だと思います。」
Ａ児：「違う！」
Ｅ児：「えっ！」「合っているよ。」
Ｄ児：「なぜかというと，

角がかくってなっているところが３つあるからです。」
Ａ児：「えっ！」「あっ，そうか！」「たしかにそうだ。」

「なんか，三角形っぽい。」「三角形っぽい。」

Ｄ児の考えの根拠

前時の学び：三角形は３本の直線で囲まれている。
三角形は角が３つある。

考えの変容
角が３つあるから三角形だ！



第２学年 算数
単元「三角形と四角形」 学級全体での検討場面

Ｆ児：「３つで，３つ直線があるけど，三角は普通つぶれてないから，
三角じゃないよ。」

Ａ児：「そうだけど…。」 「そうだけど…，つぶしただけだよ。」
Ｇ児：「それは，ただ三角をつぶしただけ３つで，・・・。」

Ａ児：「三角形だと思います。だって，あの三角形はこうなっていても，
ただこうつぶしただけで（三角形を手で細くした形にする），
それをぐるっと回してこうすれば（上と下をひっくり返すと），
三角形になるから，三角形だと思います。」

論理的思考力を発揮した姿

算数の見方・考え方
「三角形の特徴を図形を構成する要素に着目
して捉えたり、身の回りの事象を三角形の
性質から考察したりする考えの深化・再構築

つなぎ言葉

考えの根拠（前時での学び）
三角形は３本の直線で囲まれている。角が３つある。



第６学年 理科（プログラミング教育）
単元「電気と私たちの生活」

本時で目指す「論理的に思考する子供の姿」

生活に役立つ自動点灯街灯に必要な要素と，組まれてい
るプログラミングの意味や意図とを関連付け，電気の有
効利用についての考えを整理し，深化・再構築していく姿

本研究における授業の実際



最近起きた震災時の
停電のニュースを提示。

震災時にも点灯していた
自動点灯外灯を紹介

やっぱり電気がないと
大変！

えー、なんでつくの？
停電なのに不思議だ？

【学習課題】

この街灯が暗くなると自動で点灯できたのはなぜか？が

第６学年 理科（プログラミング教育）
単元「電気と私たちの生活」 学習課題提示の場面



【双方向に聴き合う姿を促す手立て】
プログラムの支援シートの提示とプログラミング活動の場の設定
プログラムの意味を解釈する場で、２段階点灯の理由を問う

第６学年 理科（プログラミング教育）
単元「電気と私たちの生活」

プログラムの
支援シートの提示

自分たちもmicro:bit
を使ってプログラミン
グして点灯させたい。

教師による
２段階点灯
のデモ

課題解決の場面



Ｓ児：付け足しで，６時ぐらいって少しがんばれば見えるじゃ
ないですか。でも，12時頃って，全然見えないじゃない
ですか。
だから，全然見えないときにより明るくなるように，少
し明るいときは少しに，その時の暗さによって明るさを
調節するために。

Ｃ児：だから，二段階なのか。

Ｎ児：太陽光で発電してすぐに使うとしたら，たまる電気がすごく
少ない。
また、例えば，昼間光ったとしても，あまり目立たないじゃ
ないですか。だから，夜にうまく活用して，こういう非常時
でも役に立つ。

第６学年 理科（プログラミング教育）
単元「電気と私たちの生活」

理科の見方・考え方
「電気の量や働きに着目して、発電
や蓄電、電気の変換などを捉える」考えの深化・再構築

節電という考え

論理的思考力を発揮した姿
考えの根拠

プログラムの意味と
意図の解釈場面

つなぎ言葉



双方向に聴き合う姿

主体的に聴き，自分の考えを深め，
広げていく子どもの育成

折り合いを
付ける力

論理的
思考力

情報活用
能力未来を切り拓く力の育成

地域教育プログラムを核とした教育課程の編成




